
1997年10月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第 17号 （季刊）

発 子41
 

高松宮記念ハンセン病資料館

〒189東京都東村山市青葉町4-1-13
電話 0423-96-2909 
FAX 0423-96-2981 
郵便振込東京00130-7-764159
高松宮記念ハンセン病資料館運営協力会

「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ

れ
て
一
年
半
が
た
ち
、
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
も
来
年
は
開
館
五

周
年
を
迎
え
る
。
入
館
者
数
は

当
初
か
ら
平
均
し
て
い
て
、
そ

れ
な
り
の
関
心
を
集
め
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
く
つ

か
の
著
書
を
読
む
か
説
明
を
聞

か
な
い
限
り
、
「
ら
い
予
防
法
」

と
二
階
展
示
室
に
並
べ
ら
れ
た

資
料
と
の
関
わ
り
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
ら
い
予
防
法
L

の
法
文
の

中
に
、
強
制
隔
離
と
か
終
生
隔

離
と
か
い
っ
た
言
葉
は
な
い
が
、

第
六
条
二
項
に
〈
入
所
さ
せ
る

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
〉
と
あ
っ
て
、
退
所
の
規
定

の
な
い
の
は
そ
れ
ら
を
意
味
し

て
い
る
。
第
四
条
、
第
七
条
、

第
八
条
、
第
九
条
及
び
第
一
五

条
な
ど
は
、
《
ら
い
は
恐
ろ
し

い
伝
染
病
》
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
か
き
た
て
る
偏
見
に
満
ち
て

お
り
、
第

一
六
条
は
「
頻
予
防

法
」
の
患
者
懲
戒
検
束
規
定
を

緩
め
て
は
い
て
も
や
は
り
差
別

の
象
徴
と
言
え
る
。
ま
た
、
優

生
保
護
法
第
三
条
一
項
＝
一
号
に

よ
っ
て
断
種
手
術
を
強
制
し
た

の
は
、
《
人
間
性
を
ま
っ
た
＜

軽
視
》
し
た
暴
挙
で
あ
り
、
入

所
者
を
療
養
所
に
つ
な
ぎ
止
め

る
目
的
だ
け
が
極
立
つ
。

も
っ
と
も
化
学
療
法
の
進
歩

に
伴
い
、
「
ら
い
予
防
法
」
は

そ
の
実
効
性
を
徐
々
に
失
っ
た

が
、
遵
守
さ
れ
て
い
た
頃
は
悲

惨
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
病
人
相

手
に
は
予
想
も
つ
か
な
い
労
働

の
強
制
、
女
子
寮
の
雑
居
部
屋

に
入
り
込
む
《
通
い
婚
》
の
惨

め
さ
、
み
せ
し
め
の
監
獄
の
余

り
も
の
物
々
し
さ
、
忘
れ
が
た

い
故
郷
の
思
い
出
を
追
う
宮
造

り
、
（
戦
時
下
に
）
米
軍
の
進
攻

を
恐
れ
た
職
員
が
患
者
を
放
置

し
て
逃
走
す
る
な
ど
、
数
多
く

の
資
料
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ぶ
。

こ
れ
を
目
に
し
た
方
々
は
、
そ
れ

『

S
い
予
蘭
這

廃
止
の

が
法
律
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ

た
こ
と
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。

展
示
資
料
の
一
っ
ひ
と
つ
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
説
明
が

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
正
当
化
し
て
は
ば
か
ら
な
か

っ
た
人
間
の
一
面
を
、

「
ら
い

予
防
法
」
の
廃
止
に
合
わ
せ
て
、

深
い
反
省
と
と
も
に
見
つ
め
直

す
よ
う
強
く
望
み
た
い
。

資
料
館
運
営
委
員
長
成
田
稔

本
妙
寺
部
落
の
強
制
収
容

「
尊
厳
の
確
立
」
ー
ハ
ン
セ

ン
病
の
な
い
世
界
ー
を
テ
ー
マ

に
、
十
月
三
十
日
（
木
）
よ
り

十
一
月
十
九
日
（
水
）
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

一

階
展
示
室
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

展
示
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。主
催
は

W
H
o
（
世
界
保
健

機
関
）
、
共
催
は
日
本
財
団
と

ア
イ
デ
ア
（
ハ
ン
セ
ン
病
回
復

者
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク）。

日
本
か
ら
も
笹
川
記
念
保
健

協
力
財
団
の
山
口
和
子
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
出
品
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

資
料
館
で
は
依
頼
を
受
け
格

子
縞
の
着
物
と
、
園
内
通
用
券

な
ど
を
貸
し
出
す
こ
と
に
な
っ

た
が
、
そ
の
他
二
階
展
示
室
の

予
防
法
闘
争
（
抗
議
、
ハ
ン
ス

ト
、
座
り
込
み
）
や
、
盲
人
会

バ
ン
ド
、
強
制
収
容
な
ど
の
写

真
十
数
枚
を
復
写
し
、
出
品
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

W
H
0
国
連
本
部
で

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
展
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長
（
東
村
山
市
長
）

を
始
め
、
参
加
者

全
員
は
先
ず
納
骨

堂
に
参
拝
、
予
防

法
の
廃
止
を
知
る

こ
と
も
な
く
亡
く

な
っ
た
三
千
八
百

六
名
の
諸
霊
に
献

花
を
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
公
会

堂
に
お
い
て
施
設

全国ハンセン病療養所所在市町村

遍絡協議会 立OOlせ認卑

七
月
十
六
日
、

立
川
で
開
催
さ

れ
た
全
国
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所

所
在
市
町
村
連

絡
協
議
会
平
成

九
年
度
総
会
に

出
席
さ
れ
た
一

行
三
十
五
名
が
、

翌
十
七
日
多
磨

全
生
園
を
訪
問

さ
れ
た
。

細
渕
一
男
会

幹
部
、
自
治
会
関
係
者
、
全
療

協
役
員
と
懇
談
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
中
で
は
ら
い
予
防
法
廃
止

後
、
徐
々
に
変
っ
て
き
た
ハ
ン

セ
ン
病
へ
の
関
心
度
や
療
養
所

へ
の
来
訪
者
が
多
く
な
っ
た
こ

と
、
自
治
体
や
学
校
な
ど
で
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
に
園
長
、

自
治
会
長
、
一
般
入
園
者
が
招

聘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

住
民
と
の
交
流
の
輪
が
広
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

私
ど
も
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
所
在
地
の
地
方
自
治
体
は

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
諸
問
題

を
協
議
し
、
そ
の
問
題
解
決
の

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
達
、
協
議
会
に
加
盟
す
る

十
二
の
各
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
て

入
所
者
へ
の
差
別
と
偏
見
を
な

く
す
た
め
の
啓
発
事
業
や
、
福

祉
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
八
年
四
月
一
日
、
そ
れ

ま
で
八
十
九
年
間
に
わ
た
っ
て

社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
生
活
に

終
止
符
が
う
た
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
「
ら
い
予
防
法
」

の
廃
止
は
、
入
所
者
へ
の
人
権

尊
厳
の
回
復
に
向
け
た
社
会
の

差
別
や
偏
見
が
解
消
し
た
訳
で

は
な
く
‘
―
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

ク
リ
ア
ー
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

全
国
の
療
養
所
の
入
所
者
の

決

議

な
お
総
会
の
前
に
全
療
協
本

部
よ
り
要
請
が
あ
り
、
総
会
で

は
次
の
よ
う
な
決
議
が
行
わ
れ

こ。t
 

平
均
年
齢
は
七
十
一
歳
の
超
高

齢
者
集
団
と
な
っ
た
現
在
、
問

題
の
解
決
は
先
送
り
出
来
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
所
者
の
八
割
の
方

が
障
害
程
度
二
級
以
上
と
い
う

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
お
り
、

医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
な

ら
び
に
看
護
・
介
護
等
、
高
齢

者
・
障
害
者
対
策
の
拡
充
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
新
法
制
定
時
に
採
択

さ
れ
た
付
帯
決
議
で
あ
る
社
会

復
帰
の
た
め
の
支
援
策
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
厚
生
省

は
昨
年
十
二
月
、
そ
の
支
援
策

を
具
体
化
す
る
た
め
「
社
会
復

帰
支
援
方
策
調
査
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
社
会
復
帰
希

望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
が
、
約
二
％
の
百
四
名

の
方
が
退
所
し
た
い
と
の
希
望

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
全
入
所
者
の
平
均
年
齢

や
八
十
九
年
間
の
隔
離
生
活
等

を
考
え
ま
す
と
、
決
し
て
少
な

い
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
是

非
、
こ
れ
ら
社
会
復
帰
希
望
者

の
支
援
策
が
、
一
日
も
早
く
確

立
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
国
及
び
政
府

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
以
上
の

決
議
の
趣
旨
を
ご
理
解
下
さ
り

入
所
者
並
び
に
社
会
復
帰
者
が

安
心
し
て
生
活
が
営
ま
れ
る
よ

う
医
療
、
福
祉
の
処
遇
改
善
及

び
社
会
に
お
け
る
差
別
と
偏
見

の
解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
以
下

の
要
請
に
つ
い
て
、
特
設
の
処

置
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

コ
吾
＂

医
師
並
び
に
職
員
体
制
の

充
実
医
療
機
関
・
医
薬
品
等
の

整
備
盲
人
・
高
齢
者
・
障
害
者

対
策
の
促
進

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理

解
す
る
た
め
の
啓
発
事
業

の
推
進

社
会
復
帰
希
望
者
へ
の
支

援
策
の
早
期
確
立

学
校
教
育
に
お
け
る
児
童

啓
発

一
九
九
七
年
七
月
十
六
日

全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

所
在
市
町
村
連
絡
協
議
会

＇ ノ‘ 五 四
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来
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る
準
備
会
で
確
認
さ
れ
た
こ
と

「

I
D
E
A
国

際

交

流

会

議

」

は

の
準
備
打
合
せ
会
が
、
八
月
四
①
来
年
の
国
際
交
流
会
議
は
、

日
都
内
飯
野
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
ら
い
予
防
法
廃
止
の
記
念
事
業

れ

た

。

と

し

て

六

月

日

本

で

開

催

す

る

。

こ
の
準
備
会
に
は
、

I
D
E

②
会
議
参
加
の
外
国
代
表
は
十

A
の
コ
パ
ー
ル
会
長
（
イ
ン
ド
）
、
人
位
と
す
る
。
③
会
議
の
日
程

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
財
政
担
は
二
日
間
と
し
、
そ
の
後
二
班

当
ア
ン
ウ
ェ
イ
（
ア
メ
リ
カ
）
、
に
分
か
れ
て
三
日
間
各
園
を
訪

ハ
ワ
イ
カ
ラ
ウ
パ
パ
家
族
の
会
問
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

会
長
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
プ
ニ
カ
会
議
終
了
後
I
D
E
A
の一

イ

の

三

氏

と

、

全

療

協

、

資

料

行

は

、

厚

生

省

へ

表

敬

訪

問

、

入

館

者

は

八

王

館

、

笹

川

記

念

保

健

協

力

財

団

、

翌

五

日

は

全

生

園

で

自

治

会

、

子

市

の

中

村

修

藤

楓

協

会

、

厚

生

省

の

各

関

係

全

療

協

本

部

を

訪

ね

、

納

骨

堂

さ

ん

で

、

当

日

者

が

出

席

し

た

。

参

拝

、

資

料

館

見

学

を

行

な

い

は

多

摩

博

物

館

で、各，＇癸’，

r
痴
’
隠
葱
嚢
科
‘
器
似
溶
談
，
唆
，
葱
棗
‘
姦
送
’
’
葱
森
狩
襄
骸
｀
蕊
＇
、
淡
’
‘
‘
'
＇
、
淡
’
、
J
'
’
2
'
磐
問
題
研
究
会
の

ベA

仲
間
十
数
名
と

ベAべ2

一
緒
に
来
館
し

露

第
二
十
回
ハ
ン
セ
ン
病
医
学
大
阪
大
学
や
、
都
立
医
療
技
術
看
護
坐

べ2

夏
期
大
学
が
、
八
月
二
十
五
日
短
期
大
、
和
歌
山
病
院
、
武
田
っ
た
。

よ

り

二

十

九

日

ま

で

全

生

菌

参

加

者

は

二

十

六

人

の

講

饂

た

も

の

I

べ2

研
修
棟
と
国
立
感
染
症
研
究
竿
空
―
+
[
凹
盲
《
郡

E
+^
学
子
師
か
ら
、
各
分
野
に
わ
た
る
[
]
成
田
運
営
委

ハ
ン
セ
ン
病
の
専
門
的
な
講
べ
A

員
長
よ
り
記
念

ベA

所
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

4
二
同
I

よ
り
24
人

参

加

議

を

熱

心

に

受

け

て

い

た

゜

露

の

資

料

館

出

版

ベA

な
お
、
二
十
七
日
は
資
料
館
べA

の
書
籍
、
テ
レ

露

参
加
者
は
横
浜
市
立
大
学
、

信

州

大

学

、

九

州

大

学

、

杏

林

見

学

や

話

、

二

十

九

日

は

入

所

者

笈

力

な

ど

を

受

取

大

学

、

国

際

医

療

福

祉

大

学

、

と

の

交

流

で

理

解

を

深

め

た

。

り

喜

ん

で

お

ら

（季刊）

歯
科
医
院
、
菊
池
恵
楓
園
、
多

磨
全
生
薗
の
職
員
、
看
護
婦
、

睾
鐸
日
＊
で

國
霞
交
這
舎
議

IDEA 
準備会

関
係
者
と
懇
談
、
午
後
五
時
か

ら
は
公
会
堂
で
笹
川
財
団
、
藤

楓
協
会
、
全
療
協
、
施
設
幹
部
、

自
治
会
関
係
者
と
懇
親
会
を
開

~
こ
。
し

t

資料館4万人目は
八王子の中村さん

資
料
館
入

館
者
は
大
体

一
年
間
（
開

館
日
数
二
百

日
）
に
一
万

人
前
後
の
ペ

ー
ス
だ
が
、

今
年
は
六
月

六
日
に
四
万

人
目
を
迎
え

た
。
幸
運
の

四
万
人
目
の

れ
た
。入
館
者
の
一
万
人
目
は
九
四

年
五
月
十
九
日
で
あ
っ
た
が
、

二
万
人
目
は
九
五
年
七
月
二
十

八
日
、
三
万
人
目
は
九
六
年
八

月
八
日
と
、
や
や
入
館
者
が
減

少
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
予
防

法
廃
止
の
影
響
も
あ
っ
て
か
今

年
は
入
館
者
が
ふ
え
、
早
々
と

四
万
人
目
を
突
破
し
た
も
の
で

あ
る
。
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活

の

様

子

を

見

て

い

く

う

ち

に

紐

g
u
g
g
a
I
i
に

枕
屏
風

人
が
人
を
助
け
る
こ
と
の
難
し

さ
、
人
と
人
が
と
も
に
生
活
し

て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
た
。
と
二
階
展
示
場
の
雑
居
部
屋
の

・
博
物
館
学
芸
員
39
オ

男

性

失

礼

な

が

ら

こ

れ

ほ

ど

多

く

て

も

感

動

し

た

。

寝

て

い

る

マ

ネ

キ

ン

人

形

の

枕

難
し
い
問
題
（
差
別
や
偏
見
）
の
物
が
展
示
し
て
あ
る
と
は
思
・
学
生

20
オ

女

性

元

に

、

こ

の

程

G
さ
ん
か
ら
寄

を
扱
っ
て
い
る
日
本
で
も
数
少
わ
な
か
っ
た
。
高
校
教
員
の
私
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
は
今
ま
贈
さ
れ
た
枕
屏
風
が
お
か
れ
た
。

な
い
博
物
館
だ
と
思
い
ま
す
。
に
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
歴
で
全
く
知
識
が
な
く
、
こ
こ
に
こ
の
枕
屏
風
は
園
内
の

M
さ

日
本
人
の
も
っ
て
い
る
あ
る
史
も
知
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
来
て
初
め
て
ハ
ン
セ
ン
病
が
ど
ん
が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
も

性
格
（
く
さ
い
も
の
に
は
ふ
た
な
っ
た
。
で
き
れ
ば
江
戸
時
代
ん
な
病
気
な
の
か
、
知
る
こ
と
の
を
引
越
し
の
際
、

G
さ
ん
が

を

し

ろ

と

い

う

よ

う

な

）

に

対

以

前

の

説

明

も

ほ

し

い

。

が

で

き

ま

し

た

。

ゆ

ず

り

受

け

た

も

の

で

、

屏

風

し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
応
じ
・
学
生

22
オ

女

性

昔

は

ハ

ン

セ

ン

病

は

恐

ろ

し

に

は

園

内

書

道

家

の

第

一

人

者

れ
ば
よ
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
に
い
病
気
だ
と
い
う
偏
見
の
た
め
谷
田
部
豊
堂
さ
ん
の
漢
詩
の
書

る
し
、
こ
の
博
物
館
に
も
っ
と
携
わ
っ
た
人
々
は
み
ん
な
純
粋
に
、
差
別
を
受
け
た
人
々
が
た
が
六
枚
貼
ら
れ
て
い
る
。

多
く
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
た
に
、
信
念
を
持
っ
て
は
じ
め
ら
く
さ
ん
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
雑
居
部
屋
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

ら

よ

い

と

思

い

ま

す

。

れ

た

こ

と

と

思

わ

れ

る

。

そ

の

人

々

の

胸

中

を

想

う

と

、

を

避

け

、

マ

ネ

キ

ン

人

形

も

少

・
教
員

37
オ

男

性

し

か

し
、
様
々
な
事
件
や
生
と
て
も
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
し
は
安
心
し
て
眠
れ
る
こ
と
で

器
翌
器
懃
鵞
総
靱
懃
謗
謗
謗
謗
鵞
謗
鵞
6
0
0

総
懃
稔
懃
謗
器
oO

懃
総
懃
懃
懃
総
総
器
器
懃
総
器
器
鵞
懃
靱
忍
総
懃
懃
懃
鵞
懃
懃

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
入
り
、
ら
い
と
梅
毒
の
血
清
反
で
は
多
く
の
改
革
を
行
っ
た
。
外
周
堤
防
の
四
隅
に
監
視
所
を

十
月
五
日
、
高
知
県
に
生
れ
た
。
応
の
研
究
に
取
組
み
、
後
年
「
村
村
田
院
長
の
理
想
理
念
は
外
島
設
け
、
守
衛
に
よ
っ
て
昼
夜
見

高
知
一
中
を
卒
業
後
、
東
京
法
田
氏
反
応
試
薬
」
を
生
み
だ
し
を
楽
園
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
張
っ
て
い
た
。
昭
和
二
(
-
九

学

院

に

入

学

す

る

が

外

国

語

学

た

。

そ

の

た

め

第

一

に

改

め

た

こ

と

二

七

）

年

に

は

、

逃

走

防

止

の

校
ド
イ
ツ
語
科
に
転
校
。
そ
の

3

ま

さ

た

か

は

、

入

園

者

の

人

鉄

条

網

を

張

る

工

事

を

直

前

に

頃
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
心
を
持
ち
者

a
"
m
~工
L
+
＾
格
を
認
め
て
対
等
中
止
さ
せ
た
。

東

京

養

育

院

の

光

田

を

訪

ね

た

。

駆

の

人

間

と

し

て

相

昭

和

八

年

十

月

七

日

、

外

島

光

田

の

意

見

を

聞

い

て

ら

い

先

一

八

八

四

ー

一

九

七

四

対

し

た

。

中

央

炊

事

件

の

責

任

を

と

っ

て

辞

任

し

の
医
師
を
目
指
す
た
め
東
大
医
大
正
十
五
(
-
九
二
六
）
年
事
制
の
改
革
で
食
事
を
改
善
さ
た
。
昭
和
五
十
三
年
、
生
ま
れ

学
部
へ
進
む
。
大
正
六
年
、
東
十
二
月
九
日
、
外
島
保
養
院
の
せ
、
そ
れ
と
相
前
後
し
て
監
視
故
郷
高
知
県
香
美
郡
野
市
町
に

京
伝
染
病
研
究
所
血
清
学
部
に
二
代
目
院
長
と
な
っ
た
。
外
島
所
を
廃
止
し
た
。
当
時
外
島
は
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

器
器
器
器
器
器
器
器
器
薮
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
惑
器
器
談
器
薮
器
薮
惑
薮
器
薮
器
薮
器
器
器
％
器
器
器
o
O
6
9
%

％
器
器
器
器
6

器
器
器
6

器
器
器
器
器
器
器
6

器

明
治

・
大
正

来
館
者
の
声

． 
昭
和
の
歴
史

あ
ろ
う
I
.

えoooo国
困
囮
り

a
フ

資
料
館
で
は

I
D
E
A
な
ど

外
国
か
ら
の
来
館
者
が
ふ
え
、

要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

程
英
語
版
の
リ
ー
フ
（
十
二
頁
）

を
三
千
部
作
成
し
た
。

な
お
、
翻
訳
、
編
集
に
つ
い

て
は
都
内
と
鎌
倉
在
住
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、

勝
山
京
子
さ
ん
外

二
名
の
方
の
お
骨
折
り
を
頂
き

感
謝
し
て
い
る
。

モ人
生
C
絶
望
匂
芍
い

ー
ハ
ン
セ
ン
病

-
0
0年
の
た
た
か
い
ー

平
沢
保
治
著

四
六
判
二

0
七
頁
税
込
価
格

か
も
が
わ
出
版

一
六
八

0
円

よ◎あ
と
が
き

世
の
中
で
一
番
嫌
わ
れ
た
病

気
。
国
の
施
策
（
法
律
）
で
偏

見
差
別
を
助
長
さ
せ
て
き
た
。

患
者
や
そ
の
家
族
の
犠
牲
は
は

か
り
知
れ
な
い
。
今
は
「
ハ
ン

セ
ン
病
」
を
知
ら
な
い
世
代
が

大
半
だ
。
し
か
し
、
歴
史
を
風

化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
（
修
）
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